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１ 安全のために必ずお守りください 
 

ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』をよく読み内容を理解してから正しくお使いください。 
ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止す

るためのものです。 
また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明らかにするために、誤った取扱いをすると生じ

ることが想定される内容を、警告・注意の２つに区分しています。 
しかし、注意の欄に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 
いずれも安全に関する重要な内容ですので必ずお守りください。 

警告：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性があります。 

注意：取扱いを誤った場合、傷害を負う可能性、物的損害が発生する可能性があります。 

注記：警告・注意以外の情報を示します。 

 △記号は、警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図は感電注意） 

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近くに具体的な禁止事項が描かれているものもあります。（左図は分解禁止） 
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例  ●記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。 

図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図はアースを接地する） 

●搬入・移動上の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 注 意 

 搬入・移動に際しては、重心・重量を考慮し

て作業する。 
＊落下・破損などによりケガの原因になります。


人手により運搬や持ち上げる際は、腰だけを

かがめず膝も曲げて持ち上げるようにする。

＊腰を痛める原因になります。 

●試運転・運転の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 警 告 

 
定格 15Ａ以上のコンセントを単独で使用する。

＊他の器具とコンセントを併用したり、電源回

路の許容電流が合わないと、分岐コンセント

部が異常発熱・発火することがあります。 


アースを確実に取付け、漏電ブレーカー（別売

市販品）を使用する。 
＊故障や漏電、静電気が発生したときに感電

する恐れがあります。 

 
濡れた手で、差込みプラグやスイッチ、配線

などの電気まわりに触らない。 
＊感電やケガの恐れがあります。 


本機に水や油をかけたり、雨水のかかる場所

で使用しない。 
＊ショートや感電、火災の原因になります。

 
灯油・ガソリン・シンナー・べンジン・塗料などや、

その他引火性のもの、爆発の恐れのあるものを

吸引したり、それらの近くで使用しない。 

＊爆発したり、火災の原因になります。 


アルミニウム・マグネシウム・チタン・亜鉛・化学

物質などの爆発性粉じん、ガス・蒸気などを吸引

したり、それらの近くや雰囲気内で使用しない。 

＊爆発したり、火災の原因になります。 

 
塩素系切削油を吸引しない。 

＊化学変化により樹脂製部品が割れる恐れがあ

り、割れた部品などでケガをしたり、部品破損

により思わぬ事故が起きる危険があります。 


電源プラグのほこりなどは、定期的に乾いた

布で拭取る。 

＊プラグにほこりなどがたまると、湿気など

で絶縁不良になり、火災の原因になります。

 
ダイオキシン類などの有害物質やアスベスト（石綿）類を含んだ粉じんなど、人体に有害なものを吸

引しない。 

＊環境汚染・健康障害につながる危険性があります。 
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 注 意 

 
10μｍ（ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰ）以下の粉じんは吸引しない。 

＊本機は極小微粉じん吸引には適しません。 

 ①微粉じんがモータ内部へ入り込み、モータ焼損を原因とした火災の恐れがあります。 

 ②微粉じんがフィルターを通過して排気口から吹出し、雰囲気汚染の原因になります。 

 交流 100Ｖ以外で使用しない。 

＊感電やショートして発火することがあります。  
動かなくなったり、異常がある場合は、すぐに

電源プラグを抜いて、販売店に必ず点検修理を

依頼する。 

＊感電・漏電・ショートなどによる火災の恐

れがあります。  電源コードは延長しない。 

＊コードが発熱して火災の危険があります。

 
使用する電源回路を事前に確認する。 

＊許容電流 15Ａ以上の電源回路が必要です。

許容電流が合わないと、過熱などにより事

故の恐れがあります。 


運転中に吸込み口や吸気口・排気口をふさが

ない。 
＊モータの温度上昇により事故が発生する

可能性があります。 

 電源コード先端のアースクリップでアース

に接続する。特に、床に水気のある所では必

ずアースをする。 
＊アースしないと、感電の危険があります。


パイプやホースに吸引物などが詰まったり、

フロートが上がって吸引が止まったときは、

すぐにスイッチを切る。 
＊モータの温度上昇により事故が発生する

可能性があります。 

 
屋外の雨水のかかる場所で使用しない。 

＊絶縁劣化による感電・漏電火災・故障の原

因になります。 


浮遊粉じんの多い雰囲気で使用しない。 

＊吸気口からモータ内部に浮遊粉じんが入り込

み、モータ焼損による火災の原因になります。


温度の高い（40℃を越える）場所で使用しない。

＊火災の原因になります。 

雰囲気温度範囲は 0℃～40℃です。 
 塩素系切削油がミストや油煙化した雰囲気内

で使用しない。 

＊樹脂部品に付着すると化学変化が起きて樹

脂が割れる恐れがあり、割れた部品などで

ケガをしたり、部品破損により思わぬ事故

が起きる危険があります。 


湿度の高い場所で使用しない。 

＊感電・火災・故障の原因になります。 

雰囲気湿度 80％以下でご使用ください。 

 
水や汚泥などと粉じんを連続して吸引しない。

＊フィルターの目詰まりからモータが焼損

し、火災の原因になる場合があります。 


鋭利な切粉は吸引しない。 

＊フィルターを破損し、モータ焼損による火

災の原因になります。 

 
シンナーなどの溶剤、揮発性・爆発性ガス・

粉じん、火のついたたばこの吸いがら、熱を

持った物質などは吸引しない。 

＊爆発・火災、フィルター焼損の原因になります。


セメント粉、合成樹脂粉など固化するもの

や、金属粉、カーボン粉など導電性の微粉じ

ん、薬品などを吸引しない。 

＊感電やショートして発火することがあります。

 腐食性のものを含んだ水や粉体は吸引しない。

＊モータ焼損や故障、事故の原因になります。

 
火気に近づけない。 

＊本機の変形により、ショートして発火するこ

とがあります。 

 泡立つものは吸引しない。 

＊泡でフロートが正常に動作しない場合が

あり、オーバーフローすると排気口より泡が

あふれて漏電したり、着衣が汚れる危険があ

ります。また、モータ故障の原因になります。 

 横倒しでの使用は絶対にしない。 
＊水や汚泥などが吹きこぼれる恐れがありま

す。 


水や汚泥などの吸引中や吸引後は、本機を横

に倒さない。 
＊感電・漏電火災・故障の原因になります。

 ホースを踏んだり、急激に引っ張らない。 

＊ホース破損による汚損事故の原因になります。  吸込み口やノズルの中に手や指を入れない。

＊ケガの原因になります。 

 
クリーナーは、押し手を持って移動する。 
＊電源コードやホースを引っ張って本機を移動

すると、電源コードやホースの破損などによ

り、火災・感電・汚染事故の原因になります。 

 押し手で持ち上げない。 

＊本体の落下など、事故の原因になります。

 

 
電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、重い物をのせ

たり挟み込まない。 

＊電源コードが破損し、火災や感電の原因になります。 
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 注 意 

 電源コードやプラグが傷んだり、コンセント

の差込みがゆるいときは使用しない。 
＊感電やショートして発火することがあります。 


電源コードは、巻いたままや寄せ集めた状態

で使用しない。 

＊コードが発熱して火災の恐れがあります。

必ず伸ばした状態で使用してください。 

 電源プラグにピンやゴミを付着させない。 

＊感電やショートして発火することがあります。  使用後は、電源コードをコード掛けに掛ける。

＊電源コードが劣化したり、傷つくと危険です。 

 
使用しないときは、電源プラグをコンセント

から抜く。 

＊ケガ、やけど、絶縁劣化による感電や漏電

火災の原因になります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ

張らずに、必ず先端の電源プラグを持って引

き抜く。 

＊感電やショートして発火することがあります。 

 
作業後は、タンク内のゴミを必ず捨てる。 

＊ゴミをためたままにすると、ゴミが腐敗や

化学変化をおこして、健康を害する要因に

なることがあります。 


ゴミを捨てるときは、保護手袋や安全靴を着

用する。 
＊ゴミなどで手を傷つけたり、ケガをする恐

れがあります。 

 
くわえたばこをしたままゴミを捨てない。 

＊たばこの火がゴミに燃え移り、やけどや火

災の原因になります。 


ゴミを捨てるときは、防じんメガネやマスク

を着用する。 
＊健康を害する恐れがあります。 

●保守・点検の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 注 意 

 
修理技術者以外の人は、分解や修理を絶対に

しない。 
＊発火したり異常動作をすることがあります。


お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセン

トから抜く。 

＊感電やケガをする恐れがあります。 

 

 

２ 仕様と付属品 
 

仕様表            付属品 
品 番 ＴＶＣ-１３４Ａ 

電 源 １００Ｖ 

消 費 電 力 １１００Ｗ 

電 流 １１.５Ａ 

最 大 風 量 ２.６ｍ３/ｍｉｎ 

最 大 真 空 圧 ２３ｋＰａ 

騒 音 値 ７３ｄＢ 

フ ィ ル タ ー 面 積 ０.１６ｍ２ 

タ ン ク ８ ℓ 

ホ ー ス １.８ｍ×φ３２ 

電 源 コ ー ド ８ｍ 

本 体 寸 法 幅３４０×奥行き３６０×高さ４８５ｍｍ 

標 準 質 量 ８.２ｋｇ （通常使用時の付属品を含む） 

① φ３２フロアノズル ····························１個 

② φ３２ホース（１.８ｍ）························１本 

③ φ３２スキマノズル ··························１個 

④ φ３２角ブラシノズル·························１個 

⑤ 直管パイプ（２本組）·····················１組 

⑥ フィルター················································１個 

⑦ 取扱説明書·············································１部 

 

注記 
許容電流１５Ａ以上の電源回路が必要です。 

使用される電源回路をご確認ください。 
 

⑤③

①

④ 

② 



３ 各部の名称 

－ － ４

ハンドル

ノズル収納 
  スタンド 

ハンドル 

Ｍ５×２０ネジ

ネジ穴 

ノズル収納スタンド

ハンドルのネジ穴

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ご使用方法 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。

 

1. ハンドルの取付け方 
ノズル収納スタンド天面の穴に 

ハンドルを差込み、側面のネジ 

穴とハンドルのネジ穴を合わせ 

て、Ｍ５×２０ネジで締付けます。 

 

 

 

 

 

注記
①ハンドルは、外側に傾斜する向きに

取付けてください。 

②ネジは確実に締付けてください。 

 

 

本体保護のため、

出荷時はタンク台

が右図の向きにな

っています。 

本体をタンク台か

ら抜き、４５度回転

して再度装着して

ご使用ください。 

＊ご使用の前に＊

タンク台 

タンク台 

電源スイッチ 

吸気口（前面） 

ツマミ 
吸込み口 

グリップ 

締付けフック

タンク 

タンク台 

キャスター 

排気口（後面） 

ノズル収納 
  スタンド

ハンドル

スキマノズル 
角ブラシノズル 
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６ 安全のための点検のお願い 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。

 

安全にご使用いただくために、下記項目の点検をしてください。 

点検で不具合が見つかったときは、すみやかに処置を施してください。 

※分解修理が必要なときは、必ず修理技術者が行ってください。修理技術者以外の人は、分解や修理を絶対に 

しないでください。 

部品の交換・点検が必要な場合は、販売店に点検・修理をご依頼ください。 

点検項目 処置 

電源コードは傷んだり、変形していませんか？ 電源コードの交換が必要です。 

差込みプラグに変形やガタはありませんか？ 電源コードの交換が必要です。 

ホースは変形したり破れていませんか？ ホースの交換が必要です。 

ホース・直管パイプにゴミが詰まっていませんか？ ゴミを取除いてください。 

フィルターは正しくセットされていますか？ 正しくセットしてください。 

フィルターが破れていませんか？ フィルターの交換が必要です。 

フィルターが目詰まりしていませんか？ フィルターを掃除してください。 

締付けフックは正しくセットしていますか？ 正しくセットしてください。 

タンクは変形したり割れていませんか？ タンクの交換が必要です。 

タンク内にゴミがたまっていませんか？ ゴミを処理してください。 

スイッチ保護ゴムに破れはありませんか？ 保護ゴムの交換が必要です。 

クリーナー上部は正しく装着していますか？ 
スイッチ部を前向きにセットしてください。 

（４ページ「各部の名称」図参照） 

キャスターが磨耗したり変形していませんか？ タンク台セットの交換が必要です。 

各部のボルト、ナットはゆるんでいませんか？ 増し締めしてください。 

モータ回転音に異常はありませんか？ 修理技術者、販売店に連絡してください。 

変な音や、臭いがしませんか？ 販売店に点検をご依頼ください。 
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●危険防止のための注意事項 
 本機は正常なご使用方法で運転する場合、本機自体より事故を発生することはありません。 
 しかし吸引する粉じんの種類や周囲の雰囲気により、種々の火種、静電気の放電による火花などにより、ガ

ス爆発や粉じん爆発を起こす場合があります。 
 引火性、爆発性、腐食性ガスの雰囲気内および爆発性粉じん、可燃性粉じんが浮遊、または堆積する可能性

のある危険場所では絶対にご使用にならないようご注意ください。 
 参考のため、爆発性ガスおよび粉じんの一部を表記します。 

（１） 主な爆発性ガスの種類 
発火度 爆発

等級 Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６ 

１ 

アセトン、トルエン 

アンモニア、プロパン 

一酸化炭素、ベンゼン 

エタン、メタノール、酢酸 

メタン、酢酸エチル 

エタノール 

酢酸イソアミル 

１-ブタノール 

ブタン 

無水酢酸 

ガソリン 

ヘキサン 

アセトアルデヒド 

エチルエーテル

 

 
亜硝酸エチル 

２ 石炭ガス 
エチレン 

エチレンオキシド
イソプレン    

３ 水性ガス 

水素 
アセチレン   二硫化炭素 硝酸エチル 

（２） 主な爆発性および可燃性粉じんの種類 
可燃性粉じん 

爆発性粉じん 
導電性のもの 非導電性のもの 

マグネシウム、アルミニウム 

アルミニウムブロンズ 

アルミニウム（含脂） 

亜鉛、チタン、コークス 

カーボンブラック、鉄 

石炭 

小麦粉、とうもろこし、砂糖 

ゴム、染料、ポリエチレン 

フェノール樹脂、ココア 

リグニン、米ぬか、硫黄 

●静電気の発生とその防止について 
 静電気の発生は、二つの物体の接触分離など力学的運動に伴い、本来電気的に中性状態である物体上でプラス

またはマイナスのどちらか一方の極性電荷が他方よりも過剰となる現象です。 

 クリーナーや集じん機の場合、粉じんを吸込むときに、その粉じんとホースまたはダクトの内面の接触・摩擦移動に

より、静電気がホースやダクトまたはクリーナー・集じん機本体、フィルターに蓄積される状態を言います。 

 そのため、この蓄積された電荷がダクト内や本体内のフィルターなどからアースに対し放電状態で中和される際に

周囲の可燃性の粉じんなどに引火し、いわゆる粉じん爆発を起こす要因になります。 

 静電気発生を極力少なくするため、本体およびダクトはアースに接続してください。これは、高電圧になる前に大地

に放電して障害を少なくするためです。 

 静電気は空気が乾燥するほど、また、微粉じんを高速で吸引するほど多く発生します。 

 物質の帯電序列の例を参考のため下記に表示しました。 

表中、二つの物質を摩擦または剥離したとき、上部の物質がプラスに帯電し、下部の物質がマイナスに帯電します。 

ホースやダクトまたはフィルターの材質と粉じんが接近したものほど帯電は少なくなります。 

（３） 帯電序列の例 
金属 繊維 天然物質 合成樹脂 

（＋） 
鉛 
亜鉛 

アルミニウム 
クローム 

鉄 
銅 

ニッケル 
金 
白金 

（＋） 
羊毛 

ナイロン 
レーヨン 

絹 
木綿 
麻 

ガラス繊維 
アセテート 
ビニロン 

ポリエステル 
アクリル 

ポリ塩化ビニリテン 

（＋） 
アスベスト 
人毛・毛皮 
ガラス 
雲母 
木材 

人の皮膚 
紙 
ゴム 

セルロイド 
セロファン 

（＋） 
エポナイト 
ポリスチレン 

ポリプロピレン 
ポリエチレン 
塩化ビニル 

ポリテトラフロロエチレン

（－） （－） （－） （－） 
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